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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

鍋動作機構と、制御装置とを備え、

　前記鍋動作機構は、鍋底に当接して鍋を動作させる鍋動作体と、前記鍋動作体を回転さ

せる回転機構と、前記鍋動作体の上下動の軌道を形成する軌道形成体と、前記軌道形成体

を昇降させる昇降機構とを含み、

　前記鍋動作体は、同一円周上に十字状に配設された鍋支持部材を含み、

　前記鍋支持部材は、長さが最長の長尺片と、長さが最短の短尺片と、前記長尺片と前記

短尺片との中間の長さとされた二本の中間片とを含み、

　前記長尺片、中間片および短尺片の各頂点の位置は、鍋の中の材料がほどよく流れる傾

斜となるようにされ、

前記制御装置は、前記回転機構と、前記昇降機構とを制御するものとされてなる

ことを特徴とする鍋動作装置。

【請求項２】

レーザセンサと、鍋動作機構が前記レーザセンサの検出対象である位置決め板とを有し、

　制御装置が、前記レーザセンサからの前記位置決め板の検出信号に基づいて前記鍋動作

機構の停止動作を制御することを特徴とする請求項１記載の鍋動作装置。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】
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　 本 発 明 は 鍋 動 作 装 置 に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 人 が 生 地 用 材 料 を 均 一 に 延 ば す と き に

鍋 に な す 動 作 と 同 様 な 動 作 を 鍋 に 自 動 的 に な さ せ る こ と が で き る 鍋 動 作 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ク レ ー プ 菓 子 は 、 通 常 、 小 麦 粉 、 牛 乳 や 卵 な ど を 含 む ク レ ー プ 生 地 用 材 料 を 、 鉄 板 な ど

で 円 く か つ 平 た く 焼 い て ク レ ー プ 生 地 と し た 後 、 生 ク リ ー ム な ど の 具 材 を 挟 み 込 ん で 折 り

畳 む こ と に よ り 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か る に 、 ク レ ー プ 生 地 の 焼 成 作 業 は 、 熟 練 し た 作 業 員 に よ り 鍋 に 生 地 用 材 料 を 延 ば す

必 要 が あ る た め 、 一 度 に 多 く の ク レ ー プ 生 地 を 焼 成 す る こ と が 困 難 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 な お 、 ク レ ー プ 生 地 用 材 料 の バ ッ チ 処 理 に 関 し て は 特 許 文 献 １ に 提 案 が さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ２ ８ ６ ５ ９ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は か か る 従 来 技 術 の 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 ク レ ー プ 生 地 の 製 造 に お

け る 自 動 化 に 寄 与 す る 鍋 動 作 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

本 発 明 の 鍋 動 作 装 置 は 、 鍋 動 作 機 構 と 、 制 御 装 置 と を 備 え 、 前 記 鍋 動 作 機 構 は 、 鍋 底 に 当

接 し て 鍋 を 動 作 さ せ る 鍋 動 作 体 と 、 前 記 鍋 動 作 体 を 回 転 さ せ る 回 転 機 構 と 、 前 記 鍋 動 作 体

の 上 下 動 の 軌 道 を 形 成 す る 軌 道 形 成 体 と 、 前 記 軌 道 形 成 体 を 昇 降 さ せ る 昇 降 機 構 と を 含 み

、 前 記 鍋 動 作 体 は 、 同 一 円 周 上 に 十 字 状 に 配 設 さ れ た 鍋 支 持 部 材 を 含 み 、 前 記 鍋 支 持 部 材

は 、 長 さ が 最 長 の 長 尺 片 と 、 長 さ が 最 短 の 短 尺 片 と 、 前 記 長 尺 片 と 前 記 短 尺 片 と の 中 間 の

長 さ と さ れ た 二 本 の 中 間 片 と を 含 み 、 前 記 長 尺 片 、 中 間 片 お よ び 短 尺 片 の 各 頂 点 の 位 置 は

、 鍋 の 中 の 材 料 が ほ ど よ く 流 れ る 傾 斜 と な る よ う に さ れ 、 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 回 転 機 構

と 、 前 記 昇 降 機 構 と を 制 御 す る も の と さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 鍋 動 作 装 置 に お い て は 、 レ ー ザ セ ン サ と 、 鍋 動 作 機 構 が 前 記 レ ー ザ セ ン サ の 検

出 対 象 で あ る 位 置 決 め 板 と を 有 し 、 制 御 装 置 が 、 前 記 レ ー ザ セ ン サ か ら の 前 記 位 置 決 め 板

の 検 出 信 号 に 基 づ い て 前 記 鍋 動 作 機 構 の 停 止 動 作 を 制 御 す る よ う に さ れ て な る の が 好 ま し

い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 前 記 の 如 く 構 成 さ れ て い る の で 、 鍋 に 材 料 を 投 入 す る だ け で 自 動 的 に 鍋 底 に 材

料 を 均 一 に 延 ば し た り 分 散 さ せ た り す る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 鍋 動 作 装 置 が 設 け ら れ た 自 動 調 理 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 自 動 調 理 シ ス テ ム の 概 略 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 同 概 略 正 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 ア ー ム の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 ア ー ム 本 体 と 鍋 に 設 け ら れ た 接 続 部 材 と の 接 続 部 の 分 解 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 鍋 動 作 機 構 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 同 要 部 側 面 図 で あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は か か

る 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 図 １ に 、 本 発 明 の 鍋 動 作 装 置 が 組 み 込 ま れ た 自 動 調 理 シ ス テ ム （ 以 下 、 単 に シ ス テ ム と

い う ） Ｓ を ブ ロ ッ ク 図 で 示 す 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 シ ス テ ム Ｓ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 鍋 １ を 回 転 自 在 に 保 持 す る ア ー ム Ａ を 間 歇 回 転 駆 動

す る 間 歇 回 転 駆 動 機 構 １ ０ と 、 間 歇 回 転 駆 動 機 構 １ ０ の 間 歇 回 転 駆 動 に 連 動 し て 鍋 １ を 反

転 さ せ る と と も に 間 歇 回 転 駆 動 機 構 １ ０ の 間 歇 回 転 駆 動 に 連 動 し て 反 転 さ せ ら れ た 鍋 １ を

元 に 戻 す 鍋 姿 勢 変 更 機 構 ２ ０ と 、 間 歇 回 転 駆 動 機 構 １ ０ の 間 歇 回 転 駆 動 に 連 動 し て 鍋 １ を

水 平 な 通 常 姿 勢 に 維 持 す る と と も に 間 歇 回 転 駆 動 機 構 １ ０ の 間 歇 回 転 駆 動 に 連 動 し て 鍋 １

を 反 転 姿 勢 に 維 持 す る 鍋 姿 勢 維 持 機 構 ３ ０ と 、 間 歇 回 転 駆 動 機 構 １ ０ の 間 歇 回 転 駆 動 に 連

動 し て 鍋 蓋 ２ を 開 と す る と と も に 間 歇 回 転 駆 動 機 構 １ ０ の 間 歇 回 転 駆 動 に 連 動 し て 鍋 蓋 ２

を 閉 と す る 鍋 蓋 開 閉 機 構 ４ ０ と 、 鍋 １ を 予 熱 す る 鍋 予 熱 機 構 ５ ０ と 、 鍋 １ を 加 熱 し て 調 理

す る 鍋 加 熱 機 構 ６ ０ と 、 鍋 １ を ピ ッ チ ン グ と ロ ー リ ン グ を 組 み 合 わ せ た 動 作 を さ せ る 鍋 動

作 機 構 ７ ０ と 、 レ ー ザ セ ン サ ８ ０ と 、 制 御 装 置 １ ０ ０ と 、 を 主 要 構 成 要 素 と し て 備 え て な

る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 鍋 １ に 前 記 動 作 を な さ せ る こ と に よ り 、 ク レ ー プ 生 地 用 材 料 を 鍋 １ の 底 に 均 一 に 延 ば す

こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 ２ お よ び 図 ３ に 、 前 記 構 成 と さ れ た シ ス テ ム Ｓ を 概 略 図 で 示 す 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 シ ス テ ム Ｓ は 、 よ り 具 体 的 に は 、 ベ ー ス Ｂ に 配 設 さ れ た 間 歇 回 転 駆 動 機 構 １ ０ と 、 間 歇

回 転 駆 動 機 構 １ ０ か ら 先 端 部 を テ ー ブ ル Ｔ か ら 突 出 さ せ て 垂 直 に 配 設 さ れ た 間 歇 回 転 駆 動

軸 １ １ と 、 間 歇 回 転 駆 動 軸 １ １ が 中 心 に 嵌 合 さ れ た 基 盤 １ ２ と 、 基 盤 １ ２ か ら 放 射 状 に 回

転 自 在 に 配 設 さ れ た 先 端 に 鍋 １ を 有 す る 所 要 数 （ 図 示 例 で は ８ 本 ） の ア ー ム Ａ と 、 を 主 要

部 と し て 備 え て な る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 間 歇 回 転 駆 動 機 構 １ ０ は 、 基 盤 １ ２ を 間 歇 的 に 時 計 方 向 周 り に 所 定 角 度 （ 図 示 例 で は ４

５ 度 ） ご と 回 転 さ せ る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 鍋 蓋 開 閉 機 構 ４ ０ は 、 開 閉 制 御 補 助 部 材 ４ １ と 開 閉 制 御 板 ４ ２ と の 距 離 の 遠 近 に よ り 鍋

蓋 の 開 閉 を 制 御 す よ う に 構 成 さ れ て な る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 基 盤 １ ２ 、 ア ー ム Ａ お よ び 各 機 構 の 構 成 を 詳 細 に 説 明 す る 。

基 盤 １ ２ は 、 図 示 例 に お い て は ８ 角 筒 状 体 と さ れ 、 そ の 各 側 面 に ア ー ム Ａ 基 部 が セ ッ ト さ

れ る （ 図 ２ お よ び 図 ３ 参 照 ） 。 ま た 、 明 瞭 に は 図 示 は さ れ て い な い が 、 基 盤 １ ２ の 周 囲 の

所 定 範 囲 に は 、 鍋 姿 勢 変 更 機 構 ２ ０ の 水 平 姿 勢 維 持 レ ー ル ４ 、 お よ び 鍋 姿 勢 維 持 機 構 ３ ０

の 姿 勢 変 更 レ ー ル ５ が 配 設 さ れ て い る 。 水 平 姿 勢 維 持 レ ー ル ４ は 、 後 述 す る 動 作 が な し 得

る よ う 水 平 姿 勢 維 持 レ ー ル 分 割 体 ４ Ａ を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ４ に ア ー ム Ａ を 示 す 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ア ー ム Ａ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 円 柱 状 の ア ー ム 本 体 ａ １ と 、 ア ー ム 本 体 ａ １ 基 部 を 回

転 自 在 に 保 持 し て ア ー ム Ａ を 基 盤 １ ２ 側 面 に セ ッ ト さ せ る セ ッ ト 部 材 ａ ２ と を 含 む も の と

さ れ る 。 ま た 、 ア ー ム Ａ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ア ー ム 本 体 ａ １ が 先 端 部 の 分 割 体 ａ １ Ａ

を 含 む も の と さ れ る 。 ア ー ム 本 体 ａ １ と 分 割 体 ａ １ Ａ と は 水 平 に ピ ン 接 合 さ れ て 鍋 １ が ピ
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ッ チ ン グ で き る よ う に さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 セ ッ ト 部 材 ａ ２ は 、 ス カ ー ト 付 ボ ス 状 体 と さ れ 、 ボ ス 内 部 に は 、 図 示 は さ れ て い な い が

、 ア ー ム 本 体 ａ １ を 回 転 自 在 と す る た め の ベ ア リ ン グ が 装 着 さ れ て い る 。 ま た 、 ス カ ー ト

部 ａ ２ １ に は 、 セ ッ ト 部 材 ａ ２ を 基 盤 １ ２ 側 面 に ボ ル ト 留 め す る た め の ボ ル ト 孔 が 所 要 数

形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ア ー ム 本 体 ａ １ の 先 端 に は 、 鍋 １ に 設 け ら れ た 接 続 部 材 １ ａ と の 接 続 部 Ｊ が 形 成 さ れ 、

ア ー ム 本 体 ａ １ の 中 間 部 に は 鍋 １ を 正 常 姿 勢 お よ び 反 転 姿 勢 に 制 御 す る 水 平 姿 勢 制 御 補 助

部 材 ａ ３ と 、 鍋 １ の 反 転 動 作 お よ び 正 転 動 作 を 制 御 す る 姿 勢 変 更 制 御 補 助 部 材 ａ ４ と が 形

成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 接 続 部 Ｊ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ア ー ム 本 体 ａ １ 先 端 部 に 形 成 さ れ た 溝 状 部 ａ １ １ と 、

溝 状 部 ａ １ １ に 嵌 合 さ れ る 凸 片 部 １ ｂ と 、 嵌 合 部 を カ バ ー す る カ ラ ー ｊ ｃ と 、 凸 片 部 １ ｂ

が 溝 状 部 か ら の 抜 け を 防 止 す る 抜 け 防 止 ピ ン (図 示 省 略 )と を 含 む も の と さ れ る 。 そ の た め

、 溝 状 部 ａ １ １ 、 凸 片 部 １ ｂ お よ び カ ラ ー ｊ ｃ に は 、 ピ ン 用 の 透 孔 ｐ ａ が 形 成 さ れ て い る

。 な お 、 カ ラ ー ｊ ｃ は 抜 け 防 止 ピ ン を 抜 け ば ア ー ム 本 体 ａ １ 側 に ス ラ イ ド 可 能 と さ れ 、 鍋

１ の 交 換 が な し 得 る よ う に さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ア ー ム Ａ の 撓 み を 防 止 す る た め 、 ア ー ム Ａ の 鍋 保 持 近 傍 に 、 撓 み 防 止 部 材 ３ が リ ン グ 状

に 配 設 さ れ て い る 。 撓 み 防 止 部 材 ３ は 、 ア ー ム Ａ と の 接 触 摩 擦 を 低 減 し 、 ア ー ム Ａ の ス ム

ー ス な 回 転 を 可 能 と す る た め 、 摩 擦 抵 抗 の 少 な い 部 材 、 例 え ば テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） に よ

る 被 膜 が な さ れ て い る 。 撓 み 防 止 部 材 ３ は 、 後 述 す る 動 作 が な し 得 る よ う 撓 み 防 止 部 材 分

割 体 ３ Ａ を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 水 平 姿 勢 制 御 補 助 部 材 ａ ３ の 両 端 に は コ マ が 装 着 さ れ 、 基 盤 １ ２ の 外 周 に 水 平 姿 勢 制 御

補 助 部 材 ａ ３ に 対 応 さ せ て 配 設 さ れ 鍋 １ の 水 平 な 姿 勢 維 持 を 維 持 す る 、 大 円 弧 状 と さ れ た

水 平 姿 勢 維 持 レ ー ル ４ 上 を 走 行 で き る よ う に さ れ て い る 。 コ マ の ス パ ン は 、 円 弧 状 と さ れ

た 水 平 姿 勢 維 持 レ ー ル ４ が 直 線 と し て 扱 え る よ う な 距 離 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 前 記 説 明 か ら 、 水 平 姿 勢 制 御 補 助 部 材 ａ ３ と 水 平 姿 勢 維 持 レ ー ル ４ と に よ り 鍋 姿 勢 維 持

機 構 ３ ０ が 構 成 さ れ る の が 理 解 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 撓 み 防 止 部 材 分 割 体 ３ Ａ と 水 平 姿 勢 維 持 レ ー ル 分 割 体 ４ Ａ は 、 テ ー ブ ル Ｔ の 下 で 接 続 部

材 ７ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 接 続 部 材 ７ の 中 央 適 宜 位 置 に は 基 端 が テ ー ブ ル Ｔ に 固 着 さ れ

た ス ラ イ ド 軸 ８ に ス ラ イ ド 自 在 に 嵌 合 さ れ た ス カ ー ト 付 ボ ス 状 の ス ラ イ ド 部 材 ８ ａ が 嵌 合

さ れ て い る （ 図 ６ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 姿 勢 変 更 制 御 補 助 部 材 ａ ４ の 両 端 に は コ マ が 装 着 さ れ 、 基 盤 １ ２ の 外 周 に 姿 勢 変 更 制 御

補 助 部 材 ａ ４ に 対 応 さ せ て 配 設 さ れ 鍋 １ の 反 転 動 作 お よ び 正 転 動 作 を 制 御 す る 、 小 円 弧 状

と さ れ た 姿 勢 変 更 レ ー ル ５ 上 を 走 行 で き る よ う に さ れ て い る 。 コ マ の ス パ ン は 、 円 弧 状 と

さ れ た 姿 勢 変 更 レ ー ル ５ が 直 線 と し て 扱 え る よ う な 距 離 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 前 記 説 明 か ら 、 姿 勢 変 更 制 御 補 助 部 材 ａ ４ と 姿 勢 変 更 レ ー ル ５ と に よ り 鍋 姿 勢 変 更 機 構

２ ０ が 構 成 さ れ る の が 理 解 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 し か し て 、 ア ー ム 本 体 ａ １ は 前 記 の 如 く 構 成 さ れ て い る の で 、 鍋 １ は ピ ッ チ ン グ と ロ ー

リ ン グ と を 組 み 合 わ せ た 動 作 を な す こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 鍋 動 作 機 構 ７ ０ は 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 鍋 動 作 体 ７ １ と 、 鍋 動 作 体 ７ １ を 回
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転 さ せ る 回 転 機 構 ７ ２ と 、 鍋 動 作 体 ７ １ の 上 下 動 の 軌 道 を 形 成 す る 軌 道 形 成 体 ７ ３ と 、 軌

道 形 成 体 ７ ３ を 昇 降 さ せ る 昇 降 機 構 ７ ４ と を 含 む も の と さ れ る 。 こ こ で 、 昇 降 機 構 ７ ４ は

、 ０ 度 位 置 近 傍 の 撓 み 防 止 部 材 分 割 体 ３ Ａ お よ び 水 平 姿 勢 維 持 レ ー ル 分 割 体 ４ Ａ の 昇 降 も

な す よ う に さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 鍋 動 作 体 ７ １ は 、 同 一 円 周 上 に 十 字 状 に 配 設 さ れ た 鍋 支 持 部 材 ７ １ ａ と 、 鍋 支 持 部 材 ７

１ ａ の 倒 れ を 防 止 す る 十 字 状 に 形 成 さ れ た 倒 れ 防 止 部 材 ７ １ ｂ と 、 鍋 支 持 部 材 ７ １ ａ が セ

ッ ト さ れ る 基 板 ７ １ ｃ と を 含 む も の と さ れ 、 そ の 中 心 が 水 平 姿 勢 さ れ た 鍋 １ の 中 心 に 位 置

す る よ う に し て 鍋 １ の 下 方 に 配 設 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 鍋 支 持 部 材 ７ １ ａ は 、 長 さ が 最 長 の 長 尺 片 ７ １ ｅ と 、 長 さ か 最 短 の 短 尺 片 ７ １ ｆ と 、 短

尺 片 ７ １ ｆ と 長 尺 片 ７ １ ｅ と の 中 間 の 長 さ と さ れ た 中 尺 片 ７ １ ｇ と を 含 む も の と さ れ る 。

短 尺 片 ７ １ ｆ 、 中 尺 片 ７ １ ｇ お よ び 長 尺 片 ７ １ ｅ の 頂 点 の 位 置 は 、 ク レ ー プ 生 地 用 材 料 が

鍋 １ の 底 で ほ ど よ く 流 れ る 傾 斜 と な る よ う 調 整 さ れ て い る 。 な お 、 各 片 ７ １ ｅ ， ７ １ ｆ ，

７ １ ｇ の 具 体 的 な 長 さ は 試 験 に 基 づ い て 設 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 短 尺 片 ７ １ ｆ 、 中 尺 片 ７ １ ｇ お よ び 長 尺 片 ７ １ ｅ の 頂 部 に は 、 鍋 １ の 円 滑 な 動 作 を 担 保

す る た め に コ マ が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 長 尺 片 ７ １ ｅ の 基 端 部 近 傍 に は 軌 道 形 成 体 ７ ３

の 頂 面 (軌 道 形 成 面 )を 走 行 す る コ マ が 配 設 さ れ て い る 。

倒 れ 防 止 部 材 ７ １ ｂ は 、 短 尺 片 ７ １ ｆ 、 中 尺 片 ７ １ ｇ お よ び 長 尺 片 ７ １ ｅ の 中 間 部 よ り 上

の 位 置 に 水 平 に 配 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 基 板 ７ １ ｃ は 円 形 状 と さ れ 、 そ の 中 心 に 後 述 す る 回 転 機 構 ７ ２ の 回 転 軸 の 先 端 が 嵌 合 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 回 転 機 構 ７ ２ は 、 下 部 回 転 体 ７ ６ と 、 中 間 部 回 転 体 ７ ７ と 、 上 部 回 転 体 ７ ８ と を 含 む も

の と さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 下 部 回 転 体 ７ ６ は 、 回 転 軸 ７ ６ ａ と 、 上 部 ベ ー ス Ｕ Ｂ に セ ッ ト さ れ て 回 転 軸 ７ ６ ａ の 中

間 部 を 回 転 自 在 に 保 持 す る ス カ ー ト 付 ボ ス 状 の 保 持 部 材 ７ ６ ｂ と 、 回 転 軸 ７ ６ ａ の 基 端 に

セ ッ ト さ れ た ス プ ロ ケ ッ ト ７ ６ ｃ と を 含 む も の と さ れ る 。 下 部 回 転 体 ７ ６ は 、 ス プ ロ ケ ッ

ト ７ ６ ｃ が モ ー タ (図 示 省 略 )に よ り チ ェ ー ン 駆 動 さ れ て 回 転 軸 ７ ６ ａ が 回 転 す る も の と さ

れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 中 間 部 回 転 体 ７ ７ は 、 平 行 に 垂 設 さ れ た 一 対 の 昇 降 ガ イ ド 軸 ７ ７ ａ と 、 ガ イ ド 軸 ７ ７ ａ

の 基 端 が セ ッ ト さ れ る 下 部 保 持 部 材 ７ ７ ｂ と 、 ガ イ ド 軸 ７ ７ ａ に ス ラ イ ド 自 在 に 装 着 さ れ

た ボ ス 状 の ス ラ イ ド 部 材 ７ ７ ｃ と 、 ス ラ イ ド 部 材 ７ ７ ｃ を 保 持 す る 上 部 保 持 部 材 ７ ７ ｄ と

、 上 部 保 持 部 材 ７ ７ ｄ を 跨 ぐ よ う に 配 設 さ れ た 門 型 部 材 ７ ７ ｅ と 、 位 置 決 め 板 ７ ７ ｆ と を

含 む も の と さ れ る 。 門 型 部 材 ７ ７ ｅ お よ び 位 置 決 め 板 ７ ７ ｆ は 、 例 え ば 、 鋼 板 を 折 り 曲 げ

成 形 し て 作 製 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 位 置 決 め 板 ７ ７ ｆ は 、 レ ー ザ セ ン サ ８ ０ に よ る 検 出 タ ー ゲ ッ ト と さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 下 部 保 持 部 材 ７ ７ ｂ の 中 心 に 下 部 回 転 体 ７ ６ の 回 転 軸 ７ ６ ａ の 上 端 が 嵌 合 さ れ 、 門 型 部

材 ７ ７ ｅ の 上 面 中 心 に 上 部 回 転 体 ７ ８ の 回 転 軸 ７ ８ ａ の 基 端 が 嵌 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 上 部 回 転 体 ７ ８ は 、 前 述 し た 回 転 軸 ７ ８ ａ と 、 回 転 軸 ７ ８ ａ に 外 嵌 さ れ て 回 転 軸 ７ ８ ａ

の 昇 降 を ガ イ ド す る ガ イ ド パ イ プ ７ ８ ｂ と 、 回 転 軸 ７ ８ ａ を 対 称 軸 と し て 対 称 に 配 設 さ れ

た 一 対 の 補 強 部 材 ７ ８ ｃ と 、 ガ イ ド パ イ プ ７ ８ ｂ お よ び ガ イ ド 軸 ７ ８ ｃ の 各 基 端 が セ ッ ト

さ れ る 下 部 保 持 部 材 ７ ８ ｄ と 、 ガ イ ド 軸 ７ ８ ｃ に ス ラ イ ド 自 在 に 装 着 さ れ た ス カ ー ト 付 ボ
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ス 状 の ス ラ イ ド 部 材 ７ ８ ｅ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 回 転 軸 ７ ８ ａ の 下 端 は 、 前 述 し た よ う に 門 型 部 材 ７ ７ ｅ の 上 面 中 心 に 嵌 合 さ れ 、 一 方 上

端 は 、 前 述 し た よ う に 鍋 動 作 体 ７ １ の 基 板 ７ １ ｃ 中 心 に 嵌 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 軌 道 形 成 体 ７ ３ は 、 上 端 が 斜 に 切 っ た 有 底 円 筒 体 と さ れ 、 前 述 し た よ う に 上 端 面 が 軌 道

形 成 面 と さ れ る 。 軌 道 形 成 体 ７ ３ は 、 背 の 低 い 方 を 基 盤 １ ２ 側 に 向 け て 配 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 底 面 ７ ３ ａ 中 心 に は 、 上 部 回 転 体 ７ ８ の ガ イ ド パ イ プ ７ ８ ｂ の 上 端 が 嵌 合 さ れ 、 ガ イ ド

パ イ プ ７ ８ ｂ の 嵌 合 部 を 挟 ん で ス ラ イ ド 部 材 ７ ８ ｅ が ス カ ー ト 部 ７ ８ ｅ ｓ を 底 面 ７ ３ ａ に

載 置 し た 状 態 で 嵌 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 昇 降 機 構 ７ ４ は 、 軌 道 形 成 体 ７ ３ を 昇 降 さ せ る Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ た 昇 降 助 勢 部 材 ７ ４ ａ

と 、 昇 降 助 勢 部 材 ７ ４ ａ の 軌 道 形 成 体 ７ ３ 側 の 端 部 に ロ ッ ド ７ ４ ｃ の 先 端 が 水 平 に ピ ン 接

合 さ れ た 昇 降 シ リ ン ダ ー ７ ４ ｂ と 、 昇 降 助 勢 部 材 ７ ４ ａ の 長 辺 の 適 宜 位 置 に 水 平 に ピ ン 接

合 さ れ て 昇 降 助 勢 部 材 ７ ４ ａ の シ ー ソ ー 運 動 を 助 勢 す る 支 持 部 材 ７ ４ ｄ と を 含 む も の と さ

れ 、 回 転 機 構 ７ ２ に 隣 接 さ せ ら れ て 基 盤 １ ２ の 反 対 側 で 上 部 ベ ー ス Ｕ Ｂ に 配 設 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 昇 降 シ リ ン ダ ー ７ ４ ｂ は 、 電 動 シ リ ン ダ ー や エ ア シ リ ン ダ ー と さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 昇 降 助 勢 部 材 ７ ４ ａ の 長 辺 の 軌 道 形 成 体 ７ ３ の 下 方 位 置 に は 、 軌 道 形 成 体 ７ ３ の 底 面 ７

３ ａ と の 当 接 部 ７ ４ ｆ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 短 辺 の 先 端 は 接 続 部 材 ７ に 当 接 さ れ て い

る 。 当 接 部 ７ ４ ｆ お よ び 短 辺 の 先 端 に は コ マ が 装 着 さ れ て い て 、 円 滑 な 動 作 が 担 保 さ れ て

い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 昇 降 助 勢 部 材 ７ ４ ａ の サ イ ズ お よ び シ ー ソ ー 範 囲 は 、 鍋 支 持 部 材 ７ １ ａ の 長 尺 片 ７ １ ｅ

が 所 定 高 さ 位 置 で 鍋 １ の 底 に 当 接 す る と と も に 、 撓 み 防 止 部 材 分 割 体 ３ Ａ と 水 平 姿 勢 維 持

レ ー ル 分 割 体 ４ Ａ が 所 定 の 昇 降 動 作 が な し 得 る よ う 調 整 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ア ー ム Ａ は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 ア ー ム 本 体 ａ １ が 分 割 体 ａ １ Ａ と さ れ て な る も の と

さ れ る 。 ア ー ム 本 体 ａ １ と 分 割 体 ａ １ Ａ と は 水 平 に ピ ン 接 合 さ れ て 鍋 １ が ピ ッ チ ン グ で き

る よ う に さ れ て い る 。 実 施 形 態 １ で 述 べ た よ う に 、 ア ー ム 本 体 ａ １ は 回 転 自 在 と さ れ て い

る の で 、 鍋 １ は ピ ッ チ ン グ と ロ ー リ ン グ と を 組 み 合 わ せ た 動 作 を な す こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 次 に 、 か か る 構 成 と さ れ て い る 鍋 動 作 機 構 ７ ０ に よ る 鍋 １ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 な

お 、 以 下 の 動 作 は 制 御 装 置 １ ０ ０ の 制 御 の 下 に 自 動 的 に な さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 動 作 １ :間 歇 回 転 駆 動 機 構 １ ０ に よ り 鍋 １ が ０ 度 の 位 置 に 到 達 す る と 、 昇 降 シ リ ン ダ ー

７ ４ ｂ が 駆 動 さ れ て ロ ッ ド ７ ４ ｃ 先 端 が 上 昇 す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 動 作 ２ :前 記 動 作 に よ り 昇 降 助 勢 部 材 ７ ４ ａ の 長 辺 の 軌 道 形 成 体 ７ ３ 側 の 端 部 が 上 昇 す

る 一 方 、 短 辺 の 上 端 が 下 降 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 動 作 ３ :前 記 動 作 に よ り 軌 道 形 成 体 ７ ３ が 上 昇 す る 一 方 、 撓 み 防 止 部 材 分 割 体 ３ Ａ お よ

び 水 平 姿 勢 維 持 レ ー ル 分 割 体 ４ Ａ が 下 降 す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 動 作 ４ :前 記 動 作 に 応 答 し て 鍋 支 持 部 材 ７ １ ａ が 回 転 さ れ る 。 こ の 回 転 中 に お け る 各 片

７ １ ｅ ， ７ １ ｆ ， ７ １ ｇ の 頂 点 の 軌 跡 は 軌 道 形 成 体 ７ ３ の 軌 道 形 成 面 に よ り 形 成 さ れ る の

で 、 鍋 １ は ロ ー リ ン グ と ピ ッ チ ン グ が 組 み 合 わ さ っ た 動 作 を 行 う 。

【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 動 作 ５ :所 定 期 間 経 過 す る と 、 鍋 支 持 部 材 ７ １ ａ の 回 転 が 停 止 さ れ る 。 こ こ で 、 鍋 支 持

部 材 ７ １ ａ の 回 転 停 止 は 、 レ ー ザ セ ン サ ８ ０ が 、 位 置 決 め 板 ７ ７ ｆ の 検 出 面 を 検 出 し て か

ら 一 定 期 間 経 過 後 に な さ れ る よ う に さ れ て い る の で 、 鍋 支 持 部 材 ７ １ ａ は 常 に 一 定 の 位 置

で 停 止 す る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 動 作 ６ :前 記 動 作 に 応 答 し て 昇 降 シ リ ン ダ ー ７ ４ ｂ が 動 作 さ れ て ロ ッ ド ７ ４ ｃ 先 端 が 下

降 す る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 動 作 ７ :前 記 動 作 に よ り 昇 降 助 勢 部 材 ７ ４ ａ の 長 辺 の 軌 道 形 成 体 ７ ３ 側 の 端 部 が 下 降 す

る 一 方 、 短 辺 の 上 端 が 上 昇 す る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 動 作 ８ :前 記 動 作 に よ り 軌 道 形 成 体 ７ ３ 、 撓 み 防 止 部 材 分 割 体 ３ Ａ お よ び 水 平 姿 勢 維 持

レ ー ル 分 割 体 ４ Ａ が 初 期 位 置 に 復 帰 す る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 鍋 １ が 自 動 的 に ロ ー リ ン グ と ピ ッ チ ン グ と が 組 み 合

わ さ れ た 動 作 を 行 う の で 、 人 手 を か け る こ と な く ク レ ー プ 生 地 用 材 料 を 均 一 に 鍋 １ の 底 に

延 ば す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 制 御 装 置 １ ０ ０ は 、 間 歇 回 転 機 構 １ ０ 、 鍋 予 熱 機 構 ５ ０ 、 鍋 加 熱 機 構 ６ ０ 、 鍋 動 作 機 構

７ ０ お よ び レ ー ザ セ ン サ ８ ０ を 制 御 す る よ う プ ロ グ ラ ム さ れ た コ ン ピ ュ ー タ と さ れ 、 例 え

ば テ ー ブ ル に 付 設 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 鍋 予 熱 機 構 ５ ０ お よ び 鍋 加 熱 機 構 ６ ０ の 制 御 は 、 具 体 的 に は 、 鍋 予 熱 機 構 ５ ０ お よ び 鍋

加 熱 機 構 ６ ０ の 着 火 お よ び 消 火 な ら び に 火 力 の 調 節 を な す も の と さ れ る 。 な お 、 鍋 予 熱 機

構 ５ ０ お よ び 鍋 加 熱 機 構 ６ ０ の 着 火 お よ び 消 火 な ら び に 火 力 の 調 節 は マ ニ ア ル 操 作 に よ り

な さ れ る よ う に さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は か か る 実 施 形 態 の み に 限

定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 改 変 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 例 え ば 、 本 実 施 形 態 で は ク レ ー プ 生 地 用 材 料 を 例 に 取 り 説 明 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 適

用 は ク レ ー プ 生 地 用 材 料 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば ホ ッ ト ケ ー キ に も 適 用 で き る

。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 鍋 を 動 作 さ せ て 食 材 を 鍋 底 に 均 一 に 分 散 さ せ た り 延 ば し た り す る 調 理 作 業 に 適 用 で き る

。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 　 １ 　 　 　 　 鍋

　 　 １ ａ 　 　 　 接 続 部 材

　 　 １ ｂ 　 　 　 凸 片 部

　 　 ２ 　 　 　 　 鍋 蓋

　 　 ３ 　 　 　 　 撓 み 防 止 部 材

　 　 ３ Ａ 　 　 　 撓 み 防 止 部 材 分 割 体

　 　 ４ 　 　 　 　 水 平 姿 勢 維 持 レ ー ル

　 　 ４ Ａ 　 　 　 水 平 姿 勢 維 持 レ ー ル 分 割 体

　 　 ５ 　 　 　 　 姿 勢 変 更 レ ー ル

　 　 ７ 　 　 　 　 接 続 部 材

　 　 ８ 　 　 　 　 ス ラ イ ド 軸
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　 １ ０ 　 　 　 　 間 歇 回 転 駆 動 機 構

　 １ １ 　 　 　 　 間 歇 回 転 駆 動 軸

　 ２ ０ 　 　 　 　 鍋 姿 勢 変 更 機 構

　 ３ ０ 　 　 　 　 鍋 姿 勢 維 持 機 構

　 ４ ０ 　 　 　 　 鍋 蓋 開 閉 機 構

　 ４ １ 　 　 　 　 開 閉 制 御 補 助 部 材

　 ４ ２ 　 　 　 　 開 閉 制 御 板

　 ５ ０ 　 　 　 　 鍋 予 熱 機 構

　 ６ ０ 　 　 　 　 鍋 加 熱 機 構

　 ７ ０ 　 　 　 　 鍋 動 作 機 構

　 ７ １ 　 　 　 　 鍋 動 作 体

　 ７ ２ 　 　 　 　 回 転 機 構

　 ７ ３ 　 　 　 　 軌 道 形 成 体

　 ７ ４ 　 　 　 　 昇 降 機 構

　 ７ ６ 　 　 　 　 下 部 回 転 体

　 ７ ７ 　 　 　 　 中 間 部 回 転 体

　 ７ ７ ｆ 　 　 　 位 置 決 め 板

　 ７ ８ 　 　 　 　 上 部 回 転 体

　 ８ ０ 　 　 　 　 レ ー ザ セ ン サ

１ ０ ０ 　 　 　 　 制 御 装 置

　 　 Ｓ 　 　 　 　 自 動 調 理 シ ス テ ム

　 　 Ａ 　 　 　 　 ア ー ム

　 　 ａ ２ 　 　 　 セ ッ ト 部 材

　 　 ａ ３ 　 　 　 水 平 姿 勢 制 御 補 助 部 材

　 　 ａ ４ 　 　 　 姿 勢 変 更 制 御 補 助 部 材

　 　 Ｊ 　 　 　 　 接 続 部

　 　 ｊ ｃ 　 　 　 カ ラ ー

　 　 Ｂ 　 　 　 　 ベ ー ス

　 　 Ｕ Ｂ 　 　 　 上 部 ベ ー ス

　 　 Ｔ 　 　 　 　 テ ー ブ ル

10

20

30



(9) JP  5896399  B2  2016.3.30

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



(10) JP  5896399  B2  2016.3.30

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】



(11) JP  5896399  B2  2016.3.30

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(56)参考文献　特開平１１－１６９３０１（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００３－３３４１４１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ａ４７Ｊ　　３７／００　－　３７／０７


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

